
当年の生虎穴 4.2ton,校の出n<爪2.6ton,果実の枕許

琉 0.6tonの机 およそ7.4ton/lla･yrのていどとみる

ことができよう｡

Tfl九州の将来別杯介でえられるこの他な,串F7)のすべ

てのタイプのWlLEにあてはめるのは,やや乱恩であるか

もしれないが,遊動域全作の森林両研(35.5ha)につい

ては,263ton/1-a･yrという値を得る.串島での平均肘

掛土やや低いから,この値より大きいということは決し

てないであろう｡このうち,どれだけをサルが採食のた

めに選んでいるかを考慮すると,サルの食物リストにの

っている研和の全f如こ占める割合は,∑D2H の比で井

出するとき,タブ林で45.8%,アカメガツワ林で31.6%

イヌマキ林で13.90/0,トベラ林では3.90/Oであった｡し

たがって,全遊動域でサルの利用しうる柿物体穴は 81

ton/hn･yrとなる｡

--JJ-.サルが必要としている食物爪を,年令別,性別

平JJJ陣取個体数 (1972咋12Fl現在11597i)をもとに求
めると.2･19×107kcal/yrを得る｡植物作の平均烈爪が

4･7kcal/g(乾盃)であったので, これを松物体吃訳に

換罪すると4･7ton/yrとなる｡消化率を700/Oとすれば,

実際にたべなければならぬのは.6.7ton/yrである｡サ

ルの探食はかなりぜいたくで.tjへいれる流は,折りとっ

た爪のおおくて1/3.少なければ1/10ていどであるから.

拭金時に必宏とする爪は,20･1-67ton/yrに迅する.

この債な,さきに求めた利用可能な机物体丑と比較す
ると,年間の総正でみるかぎり食物皿が必要氏より不足

しているとはいえないとしても.食物血が必要皿の1.2

-4倍ていどしかないことがわかる｡

利用可伐な植物作nのほうは,串良の林分について

は,おおめにみつもってあること,粟の当年の生耗HJ:那

そのままはいっていることな考えれば,必要見な十分満

たしているとはいいえないようにも.ltL.7.える｡さらにサル

の生活により即していえは,必要な時期に必要な流が与

えられるように,季節的な配分がなされているかどうか

が訊要になってくる.この点は,なお今後の課題として

のこされているけれども,率島のニホソザル群は大畠の

紛糾によってかろうじてささえられている,過密状態に

ある群れであるという疑いがぬぐえない.

ニホンザルの探食活動を中心にした生物

経済学的研究

'岩木 俊孝 1)(九大･皿)

これまでの串fTJの郡九の調衣で.投JJ･飼料 (コムギ)

の大まかな群れ配分と.3才オスの自然食の爪的推定が

1)本人はエチオti'ァで調査中のため,文光 河合雅雄
(京大･盟長研)o

終っているが,今年はさらにオトナオス,メスについて

も同じ方法で抑定を行なった｡-1)-,飼-Ir下のニホソザ

ルで.食物消化率のリミ験的81Tl定を行なった｡申仏におけ

る研究は口下盤m rいなので.宍故的刑定のみについて.

申nL日報LBなしたい.

研究方法

ニホソザル5珊な選び,飼-fTケ-3)で飼って.lrE食琉
･排経穴を測定し,消化‡好む許斑した.

1.各個作に,毎日一定爪のクズの紫を与え.即の食

べ残し部分と排継物を採Jj!する｡それらについて乾m瓜
を測定し,一応の消化率を井定する.

2. クズの粟とコムギな氾合して与え,1.と同校の71一

法でコムギの消化率を測定する｡

各糾,訳サソブルは,九大にもちかえり,化学的･米

本学的分析を行なう｡

結 果

消化率に関しての一応の結果を記すことにする｡

1. クズの雅だけな与えた切令の消化率 (8月24Ej-

8月31日までの8[川'')の収f17)な卯1袋に77,･す｡爪爪は
いずれも叱正銃をグラムで出し,小数点以下な切りすて
てある｡

欝1衣 クズの粟だけなJJ-･えた切令の糾 ヒ串
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2. クズとコムギの泣合食の切令の消化率 (8月1日

-8月8日の7日間)を約2茨に?T(す｡

考 察

実験材料が少なく,抑rLi】がBiかったために.一応の目

安を得たにとどまった｡また,コムギの消化率に関して

はコムギとクズの配介食から計井したが,これについて

はヲ;･千の問題が残っており.今後コムギのみを投与した

ときの消化率な山す必要があろう｡しかし,この括Rtか

ら.ニホソザルの消化率について,一応の見当をつける

ことが可舵である｡とくに,粟(クズ)と穀粒(コムギ)

との問に消化率においてかなりな差があることは注目し

てよい｡hominizationの過程において,サル折が森林か

らす,:ソナ-進出したことのm変性が指摘されている｡
その中で,雑食性の控得が一つのm璽な項目とされてい
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第2表 クズとコムギの混合食の場合の消化率
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+約1表よりの値

るが,虫近,(Herbivorous,Frugivorous)-Omnivorous

といった図式の中間に,磁子食(Grainivorous)を導入す

る必2LT(があることを,Jolly,伊谷,鈴木,河食らが指摘

している｡この間題について.禾本科(ここではコムギ)

の粒子消化串と栄荘価が,薬のそれよりずっと高いこと

は.一つの7T;攻を与えるものと思われる｡

好投公国では.ポti'ユレーシ壬ソが増加の一途をたど

I).-u'i線的に増える傾向をもっているが,自然群ではこ

のような帆t･lがみられず,ポピーレーシ註ソ増加につい

て何らかの敬い抑制因子が働いていると考えられる.野

拭公図では.現在年間通じてコムギや大豆を与えている

所が非一rTiHこ多い｡この間題は,一つは食物の面から解析

する必要があると考えられるが,自然食と投与食との間

に,火違約にみて大きな差があることがわかったわけ

で.ポピーレ～ツすソ動態の解析に,食物の田からのア

ブp-チについて一つの基礎を得たと思うo

大間地域ニホンザル群の遊動生活

足 択 点 成

下北半払北西部大間地域には,およそ65km2の地域

に3群,125疏前後の野生ニホソザルの生息が知られて

いる (1973年1月現在)｡ この地域は,大規模な人工造

林化は近年になるまで進められなかったので,この生息

域の広がりと生息密度の低さは.ほぽこの地域のユホソ

ザルの自然状態を表わしているものと考えられる.

とすると,周年にわたる遊動生活と,各郡のサイズと

桝成の年次変動を明らかにしてゆくことによって,寒冷

地 ･硫QTiil地の中でも最北取に生息するニホソザルの生息

先件の大要が明らかにされるものと考えられる｡

近年になって,敢雪期 (主に12月と3月)の生活に関

するいくつかの知見が得られ,3群の構成もほぼおさえ

られたが.非群雪期に関しては,断片的な情報しかな

い○

そこで蟹者は,非琉雪期の調査の約-渉として,1972

年5月に22日間,10月に15日間,主として易国間川流域

に調査に入り,8月･9月の2カ月間,脇の沢村の依煩

による畑荒しの防御の傍ら,この季節における九岨泊り

の群れの食物の調査を行なった.なお,10月の際には其

野哲三氏の協力を得た｡

1) 易国間 (Ⅰ群)の群れに関しては,9月中旬以降

の聞き込み情報及び視察例はあるが,中旬以前の非荊Erii

期の情報は全くない.5月の調査でも,易矧1日川tの大石
沢より上流域及び大畑川の下近藤汎 弥一郎沢流域を渉

き廻って,手兵ユ沢右岸の保砧林とその上部の稜線上で

各1個のフソを見つけたにとどまった｡郡れのものかは

判らない｡従ってこの季節の遊動の有校は全くつかめな

かった｡､

2) 10月の調査では,砲の択流域数カ所でフソを見つ

汁,余の沢との出合いで一皮直接観察を行なった｡この

場合は我 が々20mとない距離にまで接近して,初めて暗

いと,.くの中から苑せられた低くて小さい暫蛇管で気付い

たもので,そのメスが最後まで残った｡このⅠ群はその

後の調査結果から云っても,メスがリーダーである可鰭

性が高い｡

3) 5月,10月とも,ごくわずかな知見しか得られな

かった.この地域の非辞雪期の調査は,生息域の広さ,

山容,ヒ,:の密皮の高い林相からいって,かなり困難を
I

感じさせる｡又,サル道らしいものもほとんど苑見でき

ない｡しかし,準サル道はあるに迎いない｡九胞泊りの

群れの各季節の主食物と対応する食跡調査などな誼ね

て,徐々にでもサルの発見率を高めて行きたい｡

4) 8,9月は年間を通じて,植物の契りの故も盟か

な時期で,九胞泊りの群れでは果火炉が好んでよく食わ
れている｡このうち,カツワ,ホオノキの舟 王立的に少

ないのだが,好みは大きいようであった｡しかし,トチ

ノキ,ミズナラの実に関しては,丘的には最も多いにも
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